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複雑 性尿 路 感染 症 に対 す る新 経 口用

セ フ ェム剤Cefotiam hexetilの 使 用経 験

和志田裕人 ・渡辺秀輝 ・阪上 洋

佐々木昌一 ・堀 武

愛知県厚生農業協同組合連合会更生病院泌尿器科

Cefotiamの エ ステル 型 プ ロ ドラッグ と して新 し く開発 され た経 口用 セ フェム剤

cefotiam hexetil(CTM-HE)の 複 雑性尿路感染症22例 に対する臨床的検討を行い,次 の

結果を得た。

1. UTI薬 効 評価基準 による効果判定可能例15例 での有効率 は60.0%(9/15)で あ っ

た。

2. 投 与 量別有効率 は,1回 投与量200mgで は50%(4/8),400mg投 与 では71.4%

(5/7)で あった。

3. 細菌学的効果は,グ ラム陽性菌に対 して70%(7/10),グ ラム陰性菌 に対 して も72.7%

(8/11)と,両 者にほぼ等 しい菌消失率を示 した。

4. 副作 用 としては,発 疹,胃 腸症状が各1例 にみられ,臨 床検査値異常 として発疹例

にGOT,GPTの 上 昇がみ られたのみであった。
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武田薬 品工 業 株 式 会 社 で 新 し く開 発 され た 経 口用 セ

フェム剤cefotiamhexetil (CTM-HE, SCE-2174)は,

注射用第2世 代 セ フ ェム 剤 と し て広 く使 用 さ れ て い る

cefotiam(CTM)の プロ ドラ ッ グで あ る(Fig.1)。

Fig. 1 Chemical structure of cefotiam hexetil

本剤は,経 口投与では吸収されなかったCTMの4位

カルポキシル基をエステル化し,消 化管からの吸収性を

高めたものである。

CTM-HE自 体は抗菌活性を有さず,経 口投与後,腸 管

内で脱エステル化され,CTMと して吸収 され,は じめて

抗菌作用を発揮する1)。

今回,わ れわれは,複雑性尿路感染症に対する本剤の有

効性と安全性を検討したので報告する。

I. 対象および方法

1987年6月 よ り1987年9月 までに当科 を受診 し

た複雑性尿路感染症22例 を対象 とした。年齢分布 は

50～81歳 で平均69.6歳 で あった。

投与量,投 与 方法 は,1回200mg若 し くは400

mgを1日3回 経口投与 とし,投 与期間は,UTI薬 効

評価基準(第3版)2)に 準 じ原則 として5日 間 とし

た。

これ ら症例は一括してTable1に 示す。 なお,効

果判定 はいずれ もUTI薬 効 評価基準(第3版)に

よった。

II. 成 績

22例 に ついて検討 を行い,UTI薬 効評価基準で効

果判定が可能 であったのは15例 で あった(Table

1)。
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Table 2 Overall clinical efficacy of cefotiam hexetil in compliceted UTI

Table 3 Overall clinical efficacy of cefotiam hexetil classified by the type of infection
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Table 4 Bacteriological response to cefotiam hexetil in 

complicated UTI

*Persisted: Regardless of bacterial count

複 雑 性 尿 路 感 染 症15例 中 著 効5例,有 効4例,無

効6例 で 有 効 率 は60.0%で あ っ た(Table2)。

UTI病 態 群 別 有 効 率 は,第3群100%(2/2),第

4群50%(4/8),第6群60%(3/5)で あ っ た(Table

3)。

投 与 量 別 に 有 効 率 を み る と,1回 投 与 量200mg

で は50%(4/8),400mg投 与 で は71.4%(5/7)で

あ っ た 。

細 菌 学 的 効 果 は21株 中15株 に 消 失 を 認 め,消 失

率 は71.4%で あ っ た 。

な お,グ ラ ム 陽 性 菌 で は10株 中7株(70%),グ

ラ ム 陰 性 菌 で は11株 中8株(72.7%)に 消 失 を認 め

た 。

最 も分 離 頻 度 の 高 か っ たEscherichta coliで は,

7株 中 全 株 が 消 失 した 。

存 続 した の は,Staphylococczts epidenaidis 1株,

Enterococcus faecalis 2株,Serratia marcescens 1

株,Pseudomonasaenrginosa2株 で あ っ た(Table

4)。

投 与 後 出 現 菌 と し て はStaPhylococczcsmrens1

Table 5 Strains* appearing after cefotiam 

hexetil treatment in complicated UTI

*Regardless of bacterial count

株,StaPhylococcus warneri1株,E.faecalis 1株,

Enterococcus faecium2株 の計5株 が認められた

(Table5)。

副 作用 は,22例 中1.例 に発疹が,1例 に胃腸症状

が認 められた。

発疹発現例では,GOTが29→41,GPTが22→

37と 同時 に上昇 した。

プレ ドニゾロンを内服す るとともに本剤の投与を
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中止 したところ,発 疹は発現後7日 目に消失した。

胃腸症状発現例では,1日3回 服用により胃が重

く,張 ったため,1日2回 服用 と減量 し,投 薬を継

続 し得た。

臨床検査値の異常化 は,発 疹発現例のGOT及 び

GPTの 上 昇のみであった(Table6)。

III. 考 察

近年,cephem系 抗 生物質の研究・開発はめざまし

く,特 に注射用cephemは,第3世 代から第4世 代

と呼ばれるものも出現 した。

一方
,経 口用cephemは,第1世 代の時代に長く

とどまり,最 近やっと注射用の第3世 代に匹敵する

ものが出現 した。

しかしこれ らは,グ ラム陰性桿菌に対 しては強い

抗菌力 を有するが,ブ ドウ球菌に対する抗菌力は弱

い3,4)。

今 回,わ れわれが検討を行ったCTM-HEは,第

2世 代の注射用cephemと して広 く臨床使用されて

いるCTMの エ ステル型プロドラッグで,経 口投与

後,消 化管か ら吸収 され,体 内でCTMと して抗菌

作用を発揮する1)。

その為,本 剤は,グ ラム陽性菌か らグラム陰性菌

まで巾広 く抗菌作用が期待で きる。

今回,複 雑性尿路感染症22例 に対 して本剤を使用

した結果,UTI薬 効 評価基準合致例15例 の有効率

は60%で,複 雑性尿路感染症に対する効果 としては

まず まずの成績であった。

これを投与量別にみる と,1回200mg投 与例で

は50%(4/8)で あ ったが,1回400mg投 与例では

71.4%(5/7)と 上昇 した。

これか ら,症 状 もしくは起炎菌の菌種によっては

1回400mg投 与 の必要性が示唆された。

また,細 菌学的効果 は,グ ラム陽性菌に対する菌

消失率70%(7/10),グ ラム陰性菌では72.7%(8/

11)と,両 者にほぼ等 しい菌消失率を示 し,本 剤の

抗菌作用の広さを反映 した成績であった。

本剤の安全性は,副 作用 として,発 疹,胃 腸症状

が各1例 にみ られ,臨 床検査値異常 として発疹例に

GOT,GPTの 上昇がみられたのみであった。

以上の結果か ら,CTM-HEは 尿路感染症の経口

治療剤 として有用な薬剤 と考えられた。
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CEFOTIAM HEXETIL, A NEW ORAL CEPHEM, 

IN COMPLICATED URINARY TRACT INFECTIONS

HIROTO WASHIDA, HIDEKI WATANABE, HIROSHI SAKAGAMI, SHOICHI SASAKI and TAKESHI HORI 

Department of Urology, Anjo Kosei Hospital, 12-38 Miyukihonmachi, Anjo 446, Japan 

We evaluated the clinical efficacy of the new oral cephem, cefotiam hexetil (CTM-HE) , an esterified 
pro-drug of cefotiam, in 22 cases of complicated urinary tract infection. The following results were 
obtained. 

1) The clinical efficacy rate was 60% (9/15) in 15 cases which met the criteria of the Japanese UTI 
Committee. 

2) With a 200 mg dose, the clinical efficacy rate was 50% (4/8) . The rate for the 400 mg dose was 
71% (5/7) . 

3) Bacterial eradication rates were 70% (7/10) for Gram-positive bacteria and 72.7% (8/11) for 
Gram-negative bacteria. 

4) Concerning side effects, 1 case of rash and 1 of enterogastric disorder were observed. Abnormal 
clinical laboratory findings of elevated GOT and GPT were found in the case where a rash was 
observed.


